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決意も新たに消防団出初式挙行される

火災ゼロを目指して 火の用心/ 
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2月号

町民のうごき

世帯数 1，961戸・人口男  3，936女 4，026計 7，962(昭和 59年 1月 1日現在)

出金男 4女S計 10・死t男 1女 2計 3・転入男 S女 8計 14・転出男 9女 12計 21(昭和 58.1:手12月中)

広報かつうら 2月号=164・昭和 59年 2月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854)2 -2511(代)
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町民のうごき



第� 164号 カ為 つ ら 昭和� 59年� 2月� 1日 (2) マコ

昭和� 59年度 住民税申告相談日程表

税
の
申
告
は
忘
れ
ず
巴


昭
和
五
十
九
年
度
住
民
税

(県
町

民
税
)
の
申
告
受
け
付
け
と
納
税
相

談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
必
ず

期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

・	

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
五

十
八
年
中

(
一
月
一

日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で 
)
に
所
得
の
あ

っ
た
人
で
、
所
得
税
の
か
か
ら
な

か
っ
た
人 

-

給
与
所
得
者
で
昨
年
中
に
給
与

以
外
の
所
得
の
あ

っ
た
人

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

-

昭

和

五
十
九
年
一
月
一
日
現
在

に
生
活
扶
助
等
を
受
け
て
い
る
人

-

給
与
所
得
の
み
で
、
雇
主
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ

っ

た
人 

-

所
得
税
の
硲
定
申
告
書
を
提
出

さ
れ
た
人

・	

青
色
事
業
主

(
青
色
決
算
書
を

提
出
さ
れ
た
人
)

申
告
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
会
計
帳
簿
、
収
支
の
証
拠

書
類
、
生
命
保
険
料
等
の
払
込
証
明

書
、
源
泉
徴
収
票
、
医
療
費
領
収
書

そ
の
他
申
告
に
必
要
な
書
類
。

注
意徳

島
税
務
著
か
ら
所
得
申
告 

(
納

税
相
談
)
に
つ
い
て
呼
び
出
し
を
受

除
が
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
不
申
告
加

算
税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
必

ず
期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

表
彰 
(
敬
称
略 
)

郡
市
功
労
者

中
西
文
夫
・
森
本
章

十
五
年
出
場
選
手

抑
菜
義
衛

十
年
出
場
選
手

川
村
笠
臣

敢
闘
賞

川
村
豊
臣

・
勝
浦
郡

郡
表
彰
選
手

優
秀
選
手


川
村
監
臣
、
松
下
義
和
、
高
田
宏


幸
、
肥
田
隆
司
、
谷
克
樹
、
大
石


圭
二
、
高
木
雅
子
、
長
岡
な
お
み


敢
闘
賞


中
村
孝
太
郎
、
押
菜
義
衛
、
新
田


弘
明


努
力
賞


石
木
正
昭
、
山
西
俊
彦
、
中
山
勝


長
田
秀
樹


日比日 

ω
民
穏
教
室


日

日

制

手

芸

教
室


凶
日
嗣
踊
り
教
室


凶

日

旧

民

謡

教

室


初

日

間

生

花

教

室


幻
自
附
着
付
教
室


お

日

嗣

踊

り

教
室


各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分
か


ら
開
講
し
ま
す
。
時
間
に
遅
れ
な
い

よ
う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

月日� (曜日� )該当地区 場 所 時 間� 

2.1鈴村� m江・石原 石原センター 午前� 9時から
午後� 4時まで� 

17幽 山西按卜 生比奈良協� If 

2α月) 毘 石山 勝浦会館�  If 

21(火) d寸入 山 今山センター� If 

2設N 中 角 農村婦人の家� If 

23同 生 名 町 {支 士去を� If 

24幽 久 国� If If 

27伺) 棚 野� If If 

2鈴N 星 谷 星谷公会堂� If 

3.1同 中 山 中山公会堂� If 

2樹 横 瀬 勝浦町農協� If 

5(月) 与川内 勝与川浦内町事農業協所� If 

6(火) 士反 本
勝浦町農協� 
坂本事業所� 

If 

7やN 坂 本 坂本区民集会所� If 

12(月) 全 町 町 ィ支 士碁� If 

13(刈 If If If 

14(>水) If If If 

1鈴村� If If If 

期
限� 

…
j
3
月
時
日 

¥ヘ」

け
た
か
た
は
、
指
定
さ
れ
た
期
目
、

時
刻
、
場
所
を
確
認
の
う
、
ぇ
必
ず
申

9
日
同

875  1 
日日日日
制(火)(日)刷

手
芸
教
室

生
花
教
室

着
付
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会

踊
り
教
室

告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
限
内
に
申
告
さ
れ
な
い

と
き
は
、
税
務
署
や
町
に
お
い
て
所

得
を
決
定
し
ま
す
が
こ
の
場
合
諸
控

徳
島
の
新
春
を
飾
る
第
初
回
記
念

徳
島
駅
伝
は
、
一

月
四
日
か
ら
六
日

ま
で
の
三
日
間
県
内

一
周
四
十
区
間

二
八
二

・
二 

に
わ
た
り
、
幾
多
の

ド
ラ
マ
と
熱
戦
を
展
開
し
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

勝
浦
郡
は
、
選
手
全
員
が
か

一
ケ
タ


入
り
仰
を
目
標
に
全
力
を
注
ぎ
健
闘
し


ま
し
た
。
目
標
は
達
成
で
き
ま
せ
ん


で
し
た
が
、
敢
闘
貨
を
受
賞
す
る
な


ど
内
答
の
あ
る
成
績
を
納
め
ま
し
た
。


な
お
、
今
大
会
に
際
し
て
ご
尽
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の
か
た
が

た
は
じ
め
ご
声
援
く
だ
さ
い
ま
し
た

町
民
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
ロ E 

J

第
三
日
目
に
敢
闘
賞
を
受
賞

ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦会館二月行事



(3) 昭和59年 2月 l日� ヌb込 つ ら 第164号ーコ

~、-- 「

徳島県企業推進事業補助金交付要綱 (補助対象経費等)

消防団出初式

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

徳
烏
県
企
業
立
地

u'優
遇
制
風
に
引
い
て

一室
忍 

，

i
h

，

就
労
施
設
造
成
補
助
事
業
に
つ
い
て

は
、
町
の
誘
致
企
業
で
な
く
て
も
町

民
の
新
規
雇
用
が
相
当
見
込
ま
れ
る

と
と
も
に
、
地
場
産
業
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
る
製
造
業
の
工
場
を
新
築
、

地
築
、
改
築
ま
た
は
取
得
す
る
場
合

に
は
こ
の
制
度
の
適
用
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

表
参
照
)
を
定
め
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
町
が
誘
致
し

た
キ
タ
ジ
マ
木
材
加
工
株
式
会
社
と

株
式
会
社
那
賀
川
製
作
所
が
こ
の
制

度
の
適
用
を
受
け
て
補
助
金
が
交
付 

渡
淳
一
(
第
八
分
団
)
、
中
野
登
美
雄

(
第
九
分
団
)
、
前
田
晃
司
(
本
部
機

動
隊
)

資
金
(
限
度
額
二
千
万
円
、
年
利
率

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

六

・ 

以
内
)
の
融
資
制
度
も
あ

一
月
一
日
付
け
で
次
の
か
た
が
た

が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

る
と
恩
わ
れ
る
計
画
が
あ
る
場
合
は
、

会
勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

産
業
課
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

大
谷
智
彦
(
第
一
分
団
)
、
椎
野
勝

美
、
官
向
山
晴
行
、
阿
部
慈
(
以
上
第

二
分
団
)
、
畑
名
耕
造
、
穏
益
治
(
以

上
第
三
分
団
)
、
寒
川
清
一
郎
ハ
谷
孝

司
、
大
下
博
、
北
内
高
宏
、
横
尾
輝

一

夫
(
以
上
第
四
分
団
)
、
信
政
吉
充
、

松
田
裕
、
森
俊
之
(
以
上
第
五
分
団
)

川
端
雅
夫
、
安
来
健
次
、
西
成
美
(以

上
第
六
分
団
)
、
野
上
忠
、
西
角
操
、

堀
岡
博
、
森
上
孝
好
(
以
上
第
八
分

団
)
、
宮
本
征
洋
、
松
浦
照
明
、
美
馬

和
幸
、
橋
本
元
旦

(以
上
第
九
分
団
)

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

一
月
一
日
付
け
で
次
の
か
た
が
た

が
入
団
さ
れ
ま
し
た
。

A
M

根
木
功
(
第
一
分
団
)
、
山
西
正
芳
、


坂
部
宣
行
、
神
子
博
政
(
以
上
第
二


分
団
)、
線
勢
和
夫
、
坂
口
術
(
以
上


第
三
分
団
)
、
中
内
賢
、
呑
口
泰
弘
、


西
川
守
、
寒
山
博
之
、
甫
坂
勝
(
以


上
第
四
分
団
)、高
岡
徹
、
田
村
文
宣
、


高
田
宏
幸
(
以
上
第
五
分
団
)
、
麻
植


敏、

山
下
笑
、
新
居
福
夫
(
以
上
第


六
分
団
)
、
大
高
誠
治
、
官
問
団
敏
幸
、


前
田
勇
吉
、
西
野
盟
(
以
上
第
八
分


O
W

団
)
、
新
居
普
一
、
樋
口
芳
史
、
古
山

岳
史
、
岩
佐
博
之
(
以
上
第
九
分
団
)

ξ
z

昭
和
五
十
九
年
勝

辺
地
域

(本
町
該
当
)
の
住
民
の
雇

用
が
相
当
見
込
ま
れ
る
製
造
業
を
営

む
中
小
企
業
者
に
対
し
、
雇
用
促
進

徳
島
県
は
、
県
民
に
安
定
し
た
願

期
の
場
を
創
出
し
、
本
県
の
均
衡
あ

る
発
展
を
図
る
た
め
、
市
町
村
が
行

う
企
業
立
地
推
進
の
た
め
の
事
業
に

対
し
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度

(別

り
ま
す
。

こ
う
し
た
優
遇
姶
訟
が
適
用
さ
れ

こ
の
ほ
か
、
発
電
所
用
施
設
の
周

ふる さと就労施設

造成補 助事 業
地 元 雇 用 奨 励事業

種事業

類の

総 合し事改工用
費の宇ili業築場の過

当Jl1Jにしを見疎
該金要又新込町
交をすは築ま村
付交る、 しれが
に付絵取、る
要す 11~尋増企 I也
するにす築業元
る場対るしが履

イ アするに 7じ用し要
つ以過ら こ で 三 結 る場応麗 し 、 件 市
て 上 し 起 操 と に 年 の 用 縫 合じ用た当を町l
い のた Z卒業。操を 日地費 の 補者者該満村
る1也日しの 業経か取 当 B力数の企たが
こ元まて I~fj を過ら得 該 金」数業す次
と濯でー始�  I~~J し起契 交をと ( が企に
。用に年の 始たt}約 付交い以J也業掲
を十を日 し日しの にイ寸うて元にげ� 
行人青王か た ま て 締 要す '-;; j也雁対る

経

1l( 

純ののにる

囲r};Jいー婆宇iIì~
ずをす助疎
れ乗る傾町
かじ経又村
fs;て貨はが
い得に、交

寄目た五司王イ寸
の額分業す

傾たこか少い者既決業者既申鹿奨JJJjJ 
の額十ら分る数設tr関数設請用 市
範の万佐を場よ工期始が工時者金町�  
聞い円 1¥余地合り場に直新場に数のやl
内ずをし元はものお i!1:設のお(傾が

れ来た服、i成常けの工常け補又交
かじ数用当少用る企場用る D1Jはやj
低て )者該し労県業の労~金 t也す
い得に数 i..tて 働 内 の操働内の元る

1市

H力

金� 

グ〉

官自

l工場に つき� 500万 円�  l工場につ き� 2，000万円
限� 
度� 
1ifi 

勝
浦
町
消
防
団
長
表
膨

武
田
治
雄
(
第
一
分
団
)
、
森
川
和

A
H

浦
町
消
防
団
出
初
式

が
、
一
月
十
五
日
勝

浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
、
次
の

か
た
が
た
が
表
彰
さ

幸
(
第
二
分
団
)
、
武
田
恵
三
(
第
三

分
団
)
、
構
内
玄
基
(
第
四
分
団
)
、
堀

正
昭
(
第
五
分
団
)
、
長
田
響
成
(
第

六
分
団
)
、
尾
花
清
(
第
七
分
団
)
、
唐

れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略 
) 

A
M

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

精
櫨
順
番
早

梅
山
勝
義 
(第
九
分
団
)

大
谷
智
彦
(
第
一
分
団
)

穏
益
治
(
第
三
分
団
)
、
寒
川
清
一
郎

(
第
四
分
団
)
、
信
政
古
口
充
(
第
五
分

間
)
、
毎
木
進
(
第
九
分
団
)

勝
浦
地
方
分
会
長
表
影

細
谷
正
一
(
第
一
分
団
)
、
高
橋
修

史

(
第
二
分
団
)
、
吉
野
恭
史

(
第
三

分
団
)
、
前
田
幸
三
(
第
四
分
団
)
、
松

田
符
(
第
五
分
団
)
、
東
山
成
(
第
六

分
団
)
、
林
孝
一
(
第
七
分
団
)
、
杉
田

健

(
第
八
分
間
)
、

西
野
菊
男

(第
九

分
団
)
、
松
田
常
男
(
本
部
機
動
隊
)

!消勝�  
;防中�  
i団ク�  
!出ラ�  
i初 ン
l式ド
;でで 
!の挙�  
!表 行�  
;彰さ�  
i式れ�  
l た

MUS04
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テキストボックス
徳島県企業立地優遇制度について

MUS04
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表彰おめでとう



第164号 ヌう為 イ〉 つ ら 昭和59年 2月1日 (4) 

ど ど題はえにてい学と育
、いをいはおの 生 は は

各い教大ま反けでにい父
地のえ 変 す 感 ば すまえ母 場掬期制鴻場場部婚制炉

'-'¥ 

d

題

「雪」

い
っ
て
み
れ
ば
、
家
を
建
て
る
場
合

同
和
教
育
の
ね
ら
い


め
基
礎
工
事
に
あ
た
る
部
分
を
し
っ

か
り
か
た
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ででるい 。白句よかでーまに
大すの い し な い 」教せ十
き 」はこか意のとえん分現残とさ教切 いう考てし和どてり問校ノj、
なと早とし見にいな。理在念、いれ育なそま真え指く間こ重の干日ま学現
関賛けでまを」いけあ解学なうてがここす脅IJ を導す題の視根教で校在
心成れすた述と れ る さ 校 こ こ は 家 と で 。にーしじに学し本育、か
事きば。、べ考そ ば 人れのととな庭は今 努婦、道つ校、聞をーら学
とれ早部あるえつなはて同ででらで、ー カ す 誤 を い で 全 題 入 賞 高 校
なるい落る人、とら「い和すすなこ学番 しるったても固とづし等で
つなほ問 人き中しな小る教が 。 い わ 校 大 てよたて正同のしくて学は

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

私
た
ち
は
こ
う
し
た
意
見
に
関
心

を
も
ち
、
大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え

て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
こ
う
し
た

意
見
に
は
、
ど
ち
ら
に
も
問
題
が
あ

り
ま
す
。
理
由
は
、
部
落
問
題
と
い

う
今
日
の
社
会
に
生
き
て
い
る
大
変

複
雑
な
問
題
を
小
学
生
に
教
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
や
は
り
慎
重
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
い
い
と
い
う
も
の
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
で
は

小
学
生
に
教
、
え
る
こ
と
は
無
理
な
の

か
と
い
え
ば
、
そ
う
断
言
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
す
。
地
域
に
よ
っ

て
は
全
住
民
の
関
心
の
ま
と
に
な
っ

て
い
る
場
合
も
あ
り
、
当
然
小
学
生

に
も
正
し
く
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
も
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
う
し

た
地
域
差
が
大
き
い
こ
と
と
、
同
時

に
古
い
誤
っ
た
考
、
ぇ
方
が
色
こ
く
残

っ
て
い
る
地
域
と
、
比
較
的
無
関
心

な
地
域
と
い
う
よ
う
な
ち
が
い
も
決

し
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
学
校
で
行
っ
て
い
る
同
和
教

育
に
つ
い
て
根
本
的
な
考
え
方
を
説

明
し
ま
す
。

一
般
的
に
い
、
え
は
、
小
学
校
で
は

直
接
部
落
問
題
を
教
、
え
る
こ
と
よ
り

部
落
問
題
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
に
な

る
カ
を
つ
け
る
こ
と
に
重
点
を
お
き

そ
の
た
め
に
、
社
会
科
や
道
徳
や
作

文
を
中
心
に
基
本
的
人
権
と
民
主
主

義
の
問
題
を
教
科
と
現
実
認
識
の
両

面
か
ら
き
ち
ん
と
つ
か
ま
せ
る
こ
と

に
気
を
つ
け
て
い
る
の
で
す
。
全
体

的
に
い
え
ば
、
科
学
的
・
系
統
的
に

部
落
問
題
を
教
え
る
の
は
中
学
校
て

す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
部
落
問
題
だ

け
を
特
別
に
と
り
だ
し
て
教
え
る
の

で
は
な
く
社
会
科
の
中
で
二
年
生
で

あ
れ
ば
日
本
歴
史
の
な
か
に
正
し
く

位
置
づ
け
、
三
年
生
で
あ
れ
ば
「
公

民
」
の
権
利
の
問
題
と
し
て
教
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
と
、
え
ば
日
本
史
の
封
建
社
会
の

身
分
制
度
を
学
ぶ
場
合
、
部
落
が
何

の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
か
を
燦
民
に

対
す
る
封
建
支
配
の
し
く
み
と
し
て

教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
封
建
社
会
の

全
体
像
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
よ

う
に
、
つ
ね
に
全
体
と
の
関
係
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
三
年
生
の
公
民
に

お
い
て
は
、
今
日
の
部
落
問
題
は
慾

法
に
保
障
し
て
い
る
国
民
の
諸
権
利

が
侵
害
さ
れ
て
い
る
そ
の
事
実
に
は

か
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
日
本
国

民
の
権
利
を
具
体
的
な
国
民
生
活
を

と
お
し
て
学
ぶ
た
め
に
部
落
問
題
は

重
要
な
教
材
と
し
て
生
か
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
そ
し
て
義
務
教
育
を
終

了
す
る
ま
で
に
、
日
本
全
国
の
す
べ

て
の
生
徒
が
部
落
問
題
に
つ
い
て
正

し
い
理
解
と
基
礎
的
な
認
識
を
も
っ

ょ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

わ
か
り
よ
く
い
い
ま
す
と
、
差
別

な
ど
し
て
い
た
ら
自
分
自
身
が
だ
め

に
な
る
、
差
別
は
僕
た
ち
、
私
た
ち

の
成
長
に
と
っ
て
、
い
や
人
間
に
と

っ
て
敵
な
の
だ
と
い
う
思
想
を
毎
日

毎
日
の
学
校
生
活
で
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
、
こ
う
し
た
目
的
と
意
識
的
な

努
力
を
積
み
重
ね
て
い
か
な
い
と
差

別
を
許
さ
な
い
人
権
意
識
を
育
て
て

い
く
こ
と
は
答
易
な
こ
と
で
あ
り
ま

せ
ん
。ご

承
知
の
よ
う
に
、
今
の
教
育
は

民
主
教
育
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
子
供
が
自
分
の
能
力
い

っ
ぱ
い
の
活
動
が
で
き
、
一

人
ひ
と

り
の
子
供
の
願
い
が
尊
重
さ
れ
、
先

生
と
子
供
、
子
供
同
志
の
温
か
い
人

間
関
係
、
友
情
に
つ
つ
ま
れ
て
勉
強

し
、
学
校
生
活
を
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
教
育
で
す
。
こ
の
民
主
教
育
を

ゆ
が
め
、
住
み
よ
い
社
会
を
こ
わ
す

最
大
の
も
の
が
部
落
差
別
な
の
で
す
。

同
和
教
育
は
、
部
落
差
別
を
な
く
す

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
白
の
お
知
ら
せ 

る
こ
と
を
通
し
て
一
切
の
差
別
を
な

く
す
た
め
の
教
育
で
、
民
主
教
育
を

進
め
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
や

ら
ね
ば
な
ら
な
い
教
育
で
す
。
そ
し

て
社
会
に
対
す
る
正
し
い
見
方
考
、
ぇ

方
を
養
い
、
人
聞
は
ど
う
生
き
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
か
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
人
間
教
育
で
あ
り
、
子
供
の
幸

せ
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
け

っ
し
て
特
別
な
教
育
で
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
同

和
教
育
の
本
質
を
理
解
さ
れ
、
人
づ

く
り
と
し
て
の
同
和
教
育
の
重
要
き

を
認
識
し
て
い
た
だ
き
学
校
教
育
と

車
の
両
輪
と
な
っ
て
、
子
供
と
共
に

学
ぶ
姿
勢
で
、
同
じ
速
度
で
、
同
じ

方
向
へ
進
ん
で
も
ら
い
た
い
と
切
望

し
ま
す
。

出
詠
締
切

二
月
二
十
日

※
作
品
の
文
字
は
、
は

っ
き
り
と

書
い
て
く
だ
さ
い
。

習
字
学
級

時
間

場
所

短
歌
学
級

時
間

二
月
七
日
(
火 
)

墨
絵
学
級

二
月
二
十
一
日
(
火
)

午
後
七
時
i
午
後
九
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

三
月
十
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分 
i

時
間

場
所

二
月
七
日
(
火 
)

二
月
十
七
日
(
金
)

午
後
七
時 
1
午
後
九
時
三

十
分

福
祉
セ
ン
タ
ー
図

室
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仁二二コ

う
ん
し
ゅ
う

み
か
ん
の

亡コ適地適作で柑橘産地として生き残ろう

生
産
動
向

全
国
の
う
ん
し

ゅ
う
み
か
ん
栽
培

面
積
は
、
昭
和
四

十
八
年
度
の
十
七

万
三
千
百
わり
を
最

高
に
、
そ
れ
以
降

は
改
植
事
業
な
ど

に
よ
り
他
作
物
へ

の
転
換
が
す
す
み
、

現
在
で
は
約
十
二

万
ど
に
減
少
し
、

今
後
も
わ
ず
か
ず

つ
で
は
あ
る
が
減

少
す
る
も
の
と
恩

わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
生
産
量
は
面

積
の
減
少
分
ほ
ど

は
減
ら
ず
、
毎
年

隔
年
結
果
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
昭

和
六
十
年

1
六
十

五
年
ぐ
ら
い
ま
で

は
、
現
状
に
近
い

生
産
量
が
続
く
も

の
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
(
別
表
①

参
照
。)

こ
の
原
因
は
、

改
植
等
を
行
う
闘

地
は
も
と
も
と
生

産
性
が
低
い
う
え

に
、
そ
の
減
少
に

別表①

昭和35年以降のうんしゅうみかん

の生産量の推移
農林水産省果樹生産量統計による

生産年 栽培面積(凶) 生産量(t)� 
Bg 35 61，3∞ 893，600 

40 115，200 1，331 ，∞o 
45 163，∞o 2，552，∞o 
46 167，∞o 2，488，∞o 
47 171 ，300 3，568，∞o 
48 173，100 3，389，000 

49 172，400 3，383，∞o 
50 

51 

169，400 

164，∞o 
3，665，∞o 
2，858，000 

52 154，500 3，539，000 

53 149，400 3，026，000 

54 147，500 3，618，∞o 
55 139，600 2，892，∞o 
56 132，600 2，821，∞o 
57 125，900 2，864，∞0 1 

適
地
適
作
の

基
本
を
守
ろ
う

川
早
生
み
か
ん
対
策

土
撲
条
件
や
気
象
条
件
を
考
え
れ

ば
.
現
在
早
生
の
組
、え
ら
れ
て
い
る

園
地
は
泊
地
で
な
い
畑
が
多
す
ぎ
ま

す
。
特
に
横
瀬
以
西
や
平
坦
地
水
回

転
換
図
で
は
「
コ
ク
の
あ
る
う
ま
い

み
か
ん
」
を
作
る
こ
と
は
き
わ
め
て

む
つ
か
し
い
の
で
、
真
剣
に
考
え
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

甘
く
な
く
て
も
い
い
、
紅
が
み
。
く

て
も
い
い
、
む
し
ろ
「
酢

っ
ぱ
く
、

青
い
ほ
ど
良
い
」
も
の
で
値
の
良
い

も
の
が
あ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
そ
う
し
た
も
の
で
笑
績
を
あ

げ
て
い
る
農
家
が
、
み
な
さ
ん
の
周

り
に
多
数
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ス
ダ
チ
は
全
町
的
に
、
ユ

ズ
、
ユ
コ

ウ
は
横
瀬
以
西
に
最
も
ふ
さ
う
柑
橘

で
あ
る
と
言一一回
、え
ま
す
。

幸
い
こ
れ
ら
柑
橘
の
穂
木
、
苗
木


も
盟
衝
に
あ
り
、
入
手
も
簡
単
と
な


っ
て
い
ま
す
の
で
、
改
績
や
官
同
楼
ぎ


を
ぜ
ひ
行

っ
て
く
だ
さ
い
。


山
普
通
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
対
策


県
立
果
樹
試
験
場
の
デ
ー
タ
で
は
、

同
一
条
件
下
で
、
キ
コ
ク
台
、
ユ
ズ

台
み
か
ん
を
各
年
別
や
各
月
別
に
分

け
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
ど
れ
を

と
っ
て
も
精
度
が
一

・
七
�
 

A
M
 

よ
る
労
力
を
残
っ
た
園
地
に
投
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
か
、
え
っ
て
収
且胞
が

増
え
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
こ
の
生
産
量
の
内
訳
を
み

て
み
ま
す
と
、
最
近
で
は
早
生
と
普

通
の
比
療
は
四
五
・
五
五
近
く
と
な

っ
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
設
近

の
改
植
状
況
か
ら
判
断
す
れ
ば
ゆ
く

ゆ
く
は
こ
の
比
率
に
な
る
も
の
と
恩

わ
れ
ま
す
。

昨
年
産
の
早
生
う
ん
し
ゅ
う

の
販
売
状
況

町
内
二
股
協
に
お
け
る
昨
年
の
市

別表②

昭和58年産早生みかんの市況� 
( 10月-11月上旬までの青果連

あつかい介の概算です)

農協別� 
kg当。

市場売{直 農家手取り頒

生比奈� 
農協�  

53円
35-40円程度

となるだろう
勝農浦町協� 45円

況
概
要
は
別
表
②
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
が
、
ま
こ
と
に
惨
胆
た
る
も
の

で
何
と
も
言

い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
考
、
え

ら
れ
ま
す
が
、
①
絶
対
量
の
増
加

②
消
費
の
多
織
化
�
 (柑
繍
類
の
消
費

は
十
年
前
の
半
量
で
一
人
年
間
十
二

鈴
と
な

っ
て
い
る
)
③
全
国
レ
ベ
ル

の
も
の
と
比
べ
味
が
十
分
で
な
い
。

な
ど
が
主
な
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

毎
年
以
下
で
最
も
高
い
価
格
で
販

売
さ
れ
て
い
る
小
松
島
市
産
に
つ
い

て
も
キ
ロ
ク
ラ
ム
当
た
り
、
手
取
り

五
十
問
段
度
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
で
は
生
産
費
も
で
ま
せ
ん
。
ま
た

大
阪
の
市
場
か
ら
、

「
徳
島
の
早
生

は
も
う
い
ら
な
い
」
と
は

っ
き
り
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
農
家
の
か
た
な

ら
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
で
は
こ
の
売
れ
な
い
早
生

み
か
ん
や
、
寒
波
で
生
き
残

っ
た
ユ

ズ
台
の
み
か
ん
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

ん
は
こ
の
さ
い
大
急
ぎ
で
改
植
に
努

め
、
十
万
う
ん
し
ゅ
う
や
古
田
う
ん

し
ゅ
う
に
更
新
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

キ
コ
ク
台
み
か
ん
は
樹
冠
も
小
さ

く
経
営
的
に
何
か
と
有
利
に
働
く
は

ず
で
す
。

古
田
う
ん
し
ゅ
う

み
か
ん
に
つ
い
て

き
て
、
前
項
に
出
た
古
田
う
ん
し

ゅ
う
に
つ
い
て
は
説
明
を
加
、
ゐ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

本
系
統
は
本
町
中
山
地
区
、
古
田

源

一
氏
の
杉
山
系
み
か
ん
の
枝
変
わ

り
で
あ
り
、
昭
和
三
十
四
年
ご
ろ
か

ら
、
鋭
祭
と
育
成
に
努
め
た
結
果
、

非
常
に
成
績
が
良
く
、
昭
和
五
十
三

年
に
農
林
省
に
対
し
、
農
林
種
苗
法

に
よ
る
種
苗
登
録
を
申
請
し
、
昭
和

五
十
六
年
十
月
に
登
録
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
特
性
は
次
の
と
お
り

で
す
。
①
熟
期
が
早
く
�
 (十
一
月
中

旬
)
輸
出
、
年
内
出
荷
用
に
も
適
し

て
い
る
が
三
月
下
旬
に
な
っ
て
も
味

ポ
ケ
が
な
い
②
浮
皮
果
が
非
常
に

少
な
く
偏
平
、
回
京
商
平
滑
、
玉
揃
い

が
よ
い
③
糖
度
が
高
く
、

味
が
濃

厚
で
あ
る
④
連
年
結
果
性
で
あ
る

が
樹
勢
は
強
い
ほ
う
で
あ
る
。

※
佐
那
河
内
村
に
お
い
て
、
同
一
条

件
下
で
、
十
万
、
青
島
、
ナ
ワ
テ
、

0
・
六
�
 

古
田
、
勝
浦
、
大
津
四
号
、
田
村
、

i

の
で
し
ょ
う
か
。

色

(
平
均
一

・
�
 以
上
)
の
差
で
キ
コ

O

ク
台
み
か
ん
の
方
が
高
い
と
い
う
結

果
が
で
て
い
ま
す
。

ユ
ズ
台
の
み
か

の
七
系
統
に
つ
い
て
果
実
分
析
を
し

た
結
果
古
田
は
常
に
上
位
を
占
め
て

(
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
(
)
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(
前
の
ペ
ー
ジ
ょ
っ 
)

か
ら
許
諾
を
受
け
て
、
町
内
の
背
年

が
育
苗
し
、
一
年
生
苗
木
が
今
響
か

ら
笠
宮
に
版
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
適

地
で
は
ぜ
ひ
初
、
ぇ
付
け
を
行

っ
て
ほ

分
が
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。
税
と
は

私
に
と

っ
て
関
係
の
な
い
言
葉
だ
と

思
っ
て
い
た
が
‘
身
近
な
物
に
税
が

か
か
っ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
身
近

な
物
が
税
に
よ

っ
て
作
ら
れ
て
い
る

の
だ
。
道
路

・
学
校

・
公
園
な
ど
私

達
が
よ
く
利
用
す
る
も
の
ば
か
り
だ
。

そ
れ
を
知
ら
ず
に
利
用
し
て
い
た
と

は
、
自
分
の
税
に
対
す
る
知
識
の
な

さ
に
あ
き
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て

こ
れ
ら
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
税
に
つ

い
て
文
句
が
い
、
え
な
い
の
だ
と
思
う
。

昔
な
ら
ば
、
た
だ
税
を
納
め
る
だ
け

い
た
と
の
こ
と
で
す

(本
町
で
の
同

一
条
件
比
較
調
査
樹
は
寒
波
に
よ
り

で
何
も
与
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
こ
そ
彼
ら
は

一
僚
を
お
こ
す
こ

と
を
考
え
た
に
ち
が
い
な
い
。

私
達
が
悶
を
官固
ま
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
か
ら
、
税
を
払
う
こ
と

は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
だ
と
思
う
。

だ
れ
だ

っ
て
自
分
が

一
生
懸
命
働
い

て
も
ら
っ
た
お
金
が
、
所
得
税
・
法

人
税

・
相
続
税
等
次
々
と
な
く
な
っ

て
い

っ
て
は
い
や
な
気
持
ち
に
も
な

る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
同
民
の
一
人
と
し
て
認
め

ら
れ
、
又
み
ん
な
で
生
き
て
い
く
こ

と
の
最
低
の
義
務
な
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
し
て
、
税
を
資
金
と
し
て

扱
う
人
々
も
無
駄
な
く
、
じ
よ
う
ず

に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民

に
答
、
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

私
は
こ
れ
か
ら
も

っ
と
税
に
つ
い

て
知
識
を
明
や
し
て
い
こ
う
と
思
う。

そ
う
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
税
の
あ
り

が
た
さ
、
使
い
道
が
よ
り
よ
く
分
り
、

一
人
で
も
多
く
の
人
々
が
本
当
に
理

解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
国
は
今

以
上
に
富
む
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

善

意
あ
り
が
と
う

ζ
ざ
い
ま
し
た

月
刊
日 
1
4
同
日
日

西

尾

監

さ

ん

(

坂

本 

)

湯

浅

茂

利

さ

ん

(

掛

谷 

)

湯

浅

利

平

さ

ん 

(
沼

江

)

以
上
の
か
だ
か
ら
社
協
善
意
銀
行

M
K

枯
死
の
た
め
分
析
結
果
な
し
。)

こ
の
苗
木
に
つ
い
て
は
、
古
田
氏

し
い
も
の
で
す
。 

中
学
生
の

税
に
関
す
る
作
文

県入選

税の利用� 

3年

r

中
横
簡
易
水
道
浄
化
施
設
完
成

中
山
、
横
瀬
両
地
区
民
の
多
年
に

わ
た
る
願
い
で
あ
っ
た
浄
化
施
設
が

昨
年
七
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
簡
易
水
道
等
施
設


献
血
備
費
国
庫
補
助
金
と
国
民
年
金
積


立
金
還
元
融
資
資
金
に
よ
り
設
世
さ


れ
た
も
の
で
す
。


施
設
の
慨
婆

小
型
浄
水
装
置

三
百
砂
川 

V

幸浦中学校11

増井由記子
作から

国
家
及
び
地
方
公
共
団
体
が
国
の

こ
れ
が
今
の
税
が
生
ま
れ
た
恨
本
的

な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
後
作
ら
れ
た
税
が
国
税
と

地
方
税
で
あ
る
。

国
税
は
直
按
税
と
間
接
税
に
分
れ

て
い
る
。

こ
の
間
按
税
に
私
は
縫
い

た
。
今
ま
で
、
直
接
税
と
い
う
の
は

あ
や
ふ
や
な
が
ら
知

っ
て
い
た
が
、

間
核
税
と
は
全
く
知
ら
な
か

っ
た
。

な
ん
と
、
た
ば
こ

・
酒

・
砂
糖

・
テ

レ
ビ
等
に
も
税
が
あ
る
の
だ

っ
た
。

身
近
に
あ
る
も
の
の
一
つ
一
つ
に
税

仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
毎
年
多
く

の
資
金
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
費
用
全
部
が
税
な
の
で
あ
る
。

昔
の
人
々
は
税
を
米
俵
と
し
て
い

た
。
そ
し
て
税
は
貧
富
の
差
が
生
ま

れ
た
時
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
初
め

の
頃
は
、
た
だ
自
分
の
身
を
守
る
た

め
に
税
を
納
め
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
思
う
。
そ
し
て
納
め
る
量

は
各
地
に
よ
っ
て
途
っ
て
い
た
。
地

租
改
正
が
行
わ
れ
る
と
全
固
め
土
地

の
値
段
を
決
め
、
全
国
一
律
に
地
価

の
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
地
租
と
し
、
現

金
で
納
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か

×
法

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

U

計
画
給
水
人
口

千
八
百
人

(
薬
品
沈
澱
急
速
ろ
過
方
式
) 

V

. 
、-

が
か
か
り
、
そ
れ
を
貿
う
こ
と
に
よ

っ
て
税
を
納
め
て
い
た
の
だ
。
そ
ん

な
大
事
な
こ
と
に
無
関
心
だ
っ
た
自

;筒昨�  
;易年
:水 七� 
l道月�  
l浄に
化完�  

l施成�  
;設し

だ
中

績

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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+期 坂

-v
駅き リき回 生 坂

z
イ云 ヌ:会「

11レの11，，[;た11わlカに孫
グコ ミ色

M
M

月
6
日
1
4
月
刊
日

戸
籍
の
窓J

ド
ト
山
口
和
紀
宣

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
由
田
田
光
男
J

本ヌ

ま
ゆ
み
」
一二

男

治

野
久
保

J

中

恨

幸

治 

一二

女

真

希 生 作 子 

生

名

丸

山

香

月

を ル染
ま反は� 自ま

tf 然り

是
ヨ
ヲ
日

英
理
子
」
主
男
手

美
弥
子
」

、、一J

‘、I/ 品
 穣
刊
)
一
一
一
男
良

〆、 一 イ字、'，I(IVのて本 ま
中古

//前
ト

¥谷 j

し 古を

す
戻 に稀

て 稀健 〈川柳〉� 〈電世相略〉
富 をに 可圃-
士 生生�  美 洋 史

を
さ
せ

買
物
に
握
り
て
来
た
る
嫁
の
メ
モ

坂

本

由

園

田

久

恵

健
康
を
モ
ッ
ト
に
し
て
息
に
好
か

減
税
が
か
す
り
も
し
な
い
低
所
得

れ

C

左
利
き
の
人
身
構
え
て
話
聞
き

お
し
ん
見
て
わ
が
人
生
を
振
り
返
る

長 

坂

本

た

に

ふ

じ

、

ぇ

焼
酎
も
呑
め
ぬ
か
酒
税
気
に
掛
り

横

人
並
の
道
を
行
き
た
い
辞
書
を
手
に

パ
ス
の
旅
わ
れ
の
音
痴
を
知
っ
て
呉

ぶ
ら
ん
こ
に
カ
ギ
っ
子
一
人
揺
れ
て

れ

R持� 

い
る

星
が
降
る
下
積
清
き
身
だ
し
な
み

者日
景

ま
ま
ご
と
の
セ
リ
フ
に
ド
キ

与
川
内

夫
と
の
す
き
ま
を
孫
が
埋
め
に
来
る

せ
め
て
も
の
抵
抗
私
の
黙
秘
権

横

瀬

中

田

万

里

戦
略
が
四
の
五
の
言
わ
ぬ
無
鉄
砲

坂

本

日

浦

型

車

峰

生 生 中 横 久星 星

ヨ
昌
由
ザ
/

名
出
葉

ィ

一長
女
麻
衣
子

元
美
」
t

国
鶴
岡

瀬
伊
丹

敏

一 

谷
徳
山

洋
子
)
二
女
裕

J

名 角
早� 
)11 崎

氏
官
勝
谷

泉
原

坂

本

初
美

良
治妙一 J

三
女

裕

話

)

長

女

沙

厚
克

一
長

男

富

J

一
時
)
長
男
秀

お

)

長

男

都

一¥� 
¥ 

y

と
親 香� 

稼
勢

一
出
一
詠
は
包
[
月
七
日
ま
で
に
一

一

三

句

ハ

ガ

キ

で

一

一

送

り

先

勝

浦

町

三

渓

一

一

縁

努

広

夫

(

都

察

)

ま

で

一

一
町
内
在
住
の
か
芝
に
限
り
ま
す
。
一

昭和58年度

一
次
回
は
俳
句
、
そ
の
次
は
短
献
と
交
代
に
一

一
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ
さ
い
。
一

畑総農道賦課金
 
(負担金)の納付 


1 賦課金通知書送付

昭和59年� 2月10日� 

2 納付期限

昭和59年� 2月10日一昭和59年� 3月10

日まで� 

3 納付方法

勝浦土地改良区事務局まで持参す

るか，勝浦町膝1あ，生比奈良協，阿

お
し
ん
無
い
時
間
も
座
る
く
せ
が
つ

与
川
内

生

名

坂

本

男 江

久福坂西

武
雄
(
乃
歳
)

ア
イ
(
位
歳
)

秀
雄
(
灯
歳
)

光
子
(
臼
歳
)

川
柳
の
百
句
が
し
め
る
不
発
弾

千
両
箱
の
中
身
が
抱
い
て
い
る
火
薬

槻

野

太

田

正

平

ふ
る
里
に
叛
い
た
は
ず
の
望
郷
歌

干資本部尾

教育相談室

※相談日 毎週月・水 ・金曜日

午前9時~午後5時� 

※電 話 2-2511番

※相談員 社会教育指導員
相原 亨

健康体操教室

-v



f ヘ

木

沢

村

坂

本

ヘ

棚

野

/
小
松
島
市

f ヘ

今

山

与

川

内

f ヘ

横

瀬

阿

南

市

藤

野

民

一

賀
上
真
由
美

作

本

久

雄

瀧

花

徳

江

幸

山

司

芥

原

久

子

井

上

野

彦

日
浦
真
由
美

ご
結
婚
お
め
で
と
う

2月定例。配ごと相談� 
一¥� 

日時 2月3日樹…人権，行政関係� 

2月17日{針厚生，福祉関保

午前10時~午後3時

場所住民福祉センタ-2階

飼い犬は必ずつないでくださいー

不用犬買い上げ日� 

φ
お
く
や
み
申
し
ま
す

2月 l目点。同
波銀行勝浦支盾の勝浦土地改良区預

金口座に振り込んでください。 )
) 

日
日� 

2月12日(
2月26日(
午後� 8時一 9時

手数料と年14，6ノ守一セントの延滞
横瀬小学校体育館

※納付期限を過ぎて納付すれば督促 2月15日制

成犬� 300円
金を徴収することになります。 講師 田村王子先生 小犬� 100円� 

(勝浦土地改良区)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品



第164号 7J込 ぺ〉 つ ら 昭和59年� 2月� 1日 (8) 

と

き

と
ニ
ろ

分
�
 
i

者
は
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き

二
月
二
十
四
日

(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
�
 
1
三
時

と
こ
ろ

第
二
期
:
第
一
期
終
了

後
十
二
か
月
�
 
1
十
八
か

月
後
に
一
回
接
種

成
入
病
予
防
ジ


ヌ
 

(⑦ 


成
人
病
と
は
ど
ん
な
病
気
?

料

金

無
料

※
母
子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

き
い
。

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
七
年
六
月
一
日

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児
。

設
当
児

診
査
内
容
�
 

麻
疹
(
は
し
か
)

麻
疹
�
 (は
し
か
)
の
予
防
接
種

期
間
は
今
月
末
ま
で
で
す
の
で
二

歳
以
上
六
歳
未
満
で
麻
疹
に
か
か

っ
た
こ
と
の
な
い
子
及
び
予
防
接

種
を
う
け
た
こ
と
の
な
い
子
は
お

早
自
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

料

金

千
二
百
円

申
込
先

役
場
住
民
福
祉
課

日
1
二
月
二
十
日

場

所

。
赤
岩
医
院

。
湯
浅
医
院

。
山
西
医
院

。
勝
浦
病
院

健
診
料

百
円
(
な
お
生
活
保
鑓
家

庭
、
及
び
市
町
村
民
税
非
課
税
世

幣
は
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
受
診

の
際
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
般
診
査
の
結
果
で
必
要
な
人
に

精
密
診
査
を
実
施
し
ま
す
(
循
環

器
検
査
、
貧
血
検
査
、
肝
機
能
検

査
、
血
糖
検
査
)
。

精
密
診
査
料

千
円

代
か
ら
の
壮
年
期
に
多
い
高
血
圧
、

脳
卒
中
、
心
臓
病
、
が
ん
な
ど
の
よ

く
な
い
生
活
習
慣
が
原
因
し
て
起
こ

す っ
。 た

慢
性
病
を
総
称
し
た
こ
と
ば
で

一
般
診
査
の
実
施

老
人
保
健
法
に
基
づ
い
て
行
う
こ

の
健
康
診
査
は
、
増
加
す
る
脳
卒
中

心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
を
予
防
し
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
次
の
要
領
で
実
施
し
ま

す
。
昨
年
一
度
も
検
診
を
受
け
ら
れ

て
い
な
い
四
十
歳
以
上
の
か
た
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
�
 

歯
科
診
査
�
 

二
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週

O
内
科

一
般
診
査
�
 

間
は
成
人
病
予
防
週
間
で
す
。
昭
和

O

幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

栄
養
及
び
保
健
指
導

反
応
検
査

O

※
母
子
手
帳
、
問
診
票
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

乳
与児
健
康
診
査

骸
当
児

。
二
月
八
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十

五
十
七
年
の
統
計
に
よ
る
と
死
因
の

上
位
三
位
を
が
ん
(
二
三

・
九
行
)

脳
卒
中
(二 
0
・
七
行
)
心
臓
病

七
・
七
行
)
の

い
わ
ゆ
る
成
人
病
が以

O
Y (一

占
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
六

上
が
三
大
成
人
病
で
死
亡
し
て
い
る

の
で
す
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
成
人
病
の
多
く

は
個
人
が
努
力
す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
成
人
病
と
い
う
こ
と
ば

は
、
昭
和
三
十
年
に
厚
生
省
に
よ

っ

て
初
め
て
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
四
十

巡
回
健
康
相
談

二
月
六
日
(
月
)

午
後
一
時
三
十
分

1
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

昭
和
五
十
七
年

一
月

一
日

1
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
と
四
歳
未

満
で
ま
だ
受
け
て
い
な
い

幼
児
。

二
月
十
日

(
金
)

午
後

一
時
三
十
分

1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
八
年
九
月

一
日

と

き

と
こ
ろ

骸
当
児

三
時
ま
で
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

B
C
G

判
定
と
陰
性
者
に
�
 

接
種
を

行
い
ま
す
。

料

金

無
料

※
母
子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

歳
六
か
月
児

健
康
診
査

こ
の
健
査
は
、
心
身
の
発
達
に
大

切
な
時
期
に
行
う
も
の
で
す
。
該
当

l
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
乳
児
。

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

iv
制
剤

昭
和
五
十
九
年
一
月
十
四

月日� H寺 問 場 所

%(水)午前1α時30分一121 坂本集会所

之寸入ilJノムミ~:iiî:比午後�  1時-2時30分%同

午後�  1時-3時 星谷公会堂%附

と
百

破日き� 

傷咳
風・
ニニン〆

予種フ
防i昆テ
接合リ
種ア

起き

料金 無料
相談内容� O検尿、O血圧測定、Oその他
健康手帳をご持参ください。

夜間救急当番表�  

二
月
二
十
二
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分
1
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

i

二
歳
�
 四
歳
未
満
の
子

第
一
一
期
・
:
一
か
月
ご
と

に
三
回
接
種

2月T巴 山西医院 �  

電話番号� 

勝浦病院� 
2-2555 

山西医院� 
2-3027 

湯浅医院� 
2-2003 

赤岩医院� 
2-2006 

上勝診療所� 
6-0302 

上勝第2d甥i所� 
5-0152 

3日 勝湾病院

5日 上勝第2~療所

ア日 湯浅医院

9日 勝 浦 病 院

11日 山西医院�  

13日 勝 浦 病 院

15日 主勝�  52療所�  

17日 赤岩医院

19日 勝 浦 病 院�  

21日 上勝第2診療所

23日 湯浅医院 �  

25日 勝 浦 病 院

27日 赤岩医院 �  

29日 勝浦病院

と
こ
ろ

教
当
者

接
種
方
法

~ 

、

間

平日 午後6時~翌朝午前9時
休日 午後フ時一袈朝午前9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
成人病予防シリーズ




